
総合的な学習の時間 学習指導案 
 

１ 単元名  「自動車の改良について考えよう」  

        －安全に停止する車のプログラムを作ってみよう－ 

（小学校５年生社会科「自動車をつくる工業」と関連して） 

 

２ 目標 

・自動車をつくる工業の学習で、我が国の工業生産について調べたり、工業製品の改良の経過に

ついて調べたりしたことを活かし、安全に停止する車のプログラムの作成をとおして、工業製

品を改良するためにどのような工夫や努力がなされているかを考えることができる。 

・自動車の安全を確保するために、プログラムが重要な役割を果たしていることに気付き、目的

の動作に近づけるため改善策を試行錯誤しながら考えることができる。 

 
３ 展開 

◇評価 

過程 学習内容・学習活動 指 導 上 の 留 意 点 教具・資料 

導 

入 

●本時への動機付け ・前時までの内容について復習し，これまでの

学習の振り返りをする。 

・障害物に衝突するロボットの様子を見せ、課

題意識をもたせる。 

 

展 

開 

●学習課題の提示 

 

 

 

 

 

 

 

●練習 

 前進するプログラム 

 

 

 

 

 

●実践① 

 障害物前で停止するプ

ログラム 

 

 ※使用センサー 

  距離センサー前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市販されている自動車には、どのような工夫

がされているか、プログラム作成をとおして

考えることを知らせる。 

 

・操作練習として、前進するプログラムの作成

からロボットの走行まで行わせる。 

（プログラム例） 

 

 

 

 

・前方の障害物にぶつからないように停止する

プログラムを作成させる。 

・ループや条件分岐の使い方を確認する。 

（プログラム例） 

 

 

※走行速度が速くなり

すぎないよう調節さ

せる。 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

ＰＣ 

ロボット 

 

 

 

 

ワークシート 

ＰＣ 

ロボット 

障害物 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車の改良について考えよう 

－安全に停止する車のプログラムを作ってみよう－ 

 



●実践② 

 落下しないプログラム 

 

 ※使用センサー 

トレースセンサー 

（どちらか一つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●工業製品を改良するた

めの工夫について 

（意見交換、発表） 

・崖（机の端）の直前で停止し、落下しないプ

ログラムを作成させる。 

・道路（机上）と崖のラインセンサーの計測値

を確認させ、しきい値（条件分岐の境目）を

調整させる。 

※計測例 ＰＣにロボットを接続し「確認」ボタンクリック 

   道路：左133,右105       崖：左221,右207 

 

 

 

 

 

   左右どちらかの値を使ってしきい値を決める。 

（プログラム例） しきい値：150に設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上の例では、左側センサーのみで判定を行い、

反応後、惰性で落ちないよう後退させている。 

 

・プログラム作成とロボット走行をとおして考

えたことを各自のワークシートにまとめさせ

た後、グループで意見交換させる。 

・出された意見について、発表させる。 

 

◇工業製品を改良するための工夫や努力につい

て考えることができる。 

◇プログラムの役割について考えることができ

る。 

(例) 

・自動車は、多くの時間や労力をかけて改良

されている。 

・自動車は、複雑なプログラムで安全に停止

するように作られている。 

・センサーが重要な役割を果たしている。 

・しきい値の調節が難しい。 

ワークシート 

ＰＣ 

ロボット 

机 

（黒テープ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

ま 

と 

め 

●まとめと振り返り 

 

・安全に停止する自動車は、どのような工夫や

努力によって作られているかまとめさせる。 

・プログラムが重要な役割を果たしていること

を再認識させる。 

振り返りシート 

 


